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入会のご案内 

 

１． 現在までの経緯 

昭和３６年 当会は栃木県の指導により、冷媒高圧ガスを取扱う冷凍機専門工事業者とし

て、高圧ガス取締法の遵守徹底により高圧ガスによる災害防止を行い合わせて技術の向上と

経営基盤の確立を図ることを目的として、県内３５社によって「栃木県冷凍機工事組合」を設

立した。その後、時代の変遷と共に生活環境の向上、生産設備の高度化等あらゆる分野にお

いて近代化が進み、空気調和設備が著しく発展し必要不可欠なものになってきたことにより、

昭和 48 年 1 月に名称を「栃木県冷凍空調設備協会」と改称した。同じく 48 年 1 月に日設連

に加盟した。設立後、県高圧ガス保安担当より、三冷資格、高圧ガス販売主任資格者、高圧

ガス販売営業許可、高圧ガス製造事業届、機器製造事業届等、全会員に手続申請するよう

要請を受け実施しました。 

「栃木県冷凍空調設備協会」「栃木県冷凍保安協会」は平成２４年 9 月 6 日に合併し 

「一般社団法人栃木県冷凍空調工業会」を設立し現在に至っています。 

２． 主な事業計画 

（１） 高圧ガス保安法に基づく遵守徹底による安全性確保 

（２） 冷媒フロン回収破壊法の遵守徹底と促進センター(管理センター)活用 

（３） 関係資格の養成取得 

（４） 関係官庁関係団体との連絡協調 

３． 会員になることによるメリット 

（１） フロンガス処理料金の低減化 

フロンガス破壊費用・回収容器貸出料・回収機等が安くなります。 

（２） 冷凍空調設備(月刊誌)が、(一社)日本冷凍空調設備工業連合会より送付さ

れます。 

（３） 日設連の補償制度(団体補償制度)に加入できます。( 4 0％割引)  

P L・工事補償制度(賠償保険)・労災上乗せ補償制度(傷害保険)  

現場資材補償制度(インランドフローター保険) 

（４） 会費等 

人会金 ３万円・年会費４万円(年２回に分けて支払う) 

(このうち、年１５，６００円は日設連に支払) 
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